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第 1章 泉大滓市と埋蔵文化財調査の状況

1.泉大滓市の位置と環境

泉大津市は大阪府南部の泉州地域 に位置する。北

部 。東部は高石市 と和泉市、南部は大津川を境 として

泉北郡忠岡町と隣接 している。泉州地域東部には、大

阪湾に沿つて東西に和泉山脈が連なる。その山脈を源

として幾多の河川が北に走行 し、大阪湾に注 ぐ。これ

らの河川はそれぞれ開析谷、河岸段丘を形成 し、その

両側には丘陵地形が南北方向に発達 している。その丘

陵より北側は平坦で狭小 な沖積地が形成 されている

が、泉大津市はこの沖積地上に立地 してお り、市域の

標高は20m未満である。

泉大津市は面積13.29kど、うち約4.2k∬ が公有水面の

埋立地である。人口77,633人 (平 成23年 1月 1日 現

在)、 東西5.4k m、 南北55k mに わたる都市である。

昭和40年 頃から開発が進み、現在は市域全域が市街地

化されている。市域は大阪湾に面 した臨海部の工業地

域、南海本線から阪和線にかけての住居地域 と商工業

地域が混在する地域、国道26号周辺の商業地域に大 き

く分けることができる。住居地域には、助松の紀州街

道沿いと泉穴師神社周辺にそれぞれ風致地区を設けて

いる。近年、臨海部の高層住宅や繊維工場跡地への分

譲住宅の建設が進み、市の景観の変化は著 しい。大規

模開発は下火になっているが、本年度は、市内の主要

道路沿線の開発が 日立った。この傾向は、今後、続 く

と思われる。特に、市域北部の都市計画道路南海中央

線建設がはじまったため、この沿線の開発が進むと想

定される。

2.埋蔵文化財調査の現状

本概報は、平成22年 1月 ～12月 の期間に埋蔵文化財

発掘届の提出があ り、そのうち国庫補助事業により発

掘調査を実施 したものを対象 とする。当該期間内の埋

蔵文化財届出数は193件 、うち20件 を国庫補助事業 と

して発掘調査を行った。

下図は、遺跡別工事件数の内訳のグラフである。遺

跡別に届出件数をみると、虫取遺跡、池上曽根遺跡、池

浦遣跡の順で多 く、上位 2遺跡で総届出件数の6割を占

める。工事内容で最も多いのは個人住宅 (73件 )38%、

次いで分譲住宅 (46件 )240/O、 ガス・上水道 (46件 )

240/cで、この傾向は数年来変更がない。個人住宅は、

昨年度調査 した倉庫跡地への建設がはじまったため最

多となっているが、基礎掘削が浅いためいずれも慎重

工事 となっている。主要地方道富田林泉大津線沿線、

都市計画路南海中央線沿線で、工場跡地の再開発や、

店舗建替などに伴う届出件数増加の傾向が伺える。ま

た、個人住宅は、改良杭や地盤改良が行われるケース

が増加している。

本概報で報告する調査は、豊中遺跡3件、池上曽根

遺跡6件、虫取遺跡4件、池浦遺跡5件、東雲遺跡 1

件、七ノ坪遺跡 1件の合計20件である。いずれも建物

基礎掘削深度が遺構面を損壊する可能性があるため、

着工前の試掘確認調査を行ったものである。うち、池

上曽根遺跡と虫取遺跡で、それぞれ 1件ずつ、本調査

を実施した。これは、確認調査で遺構・遺物が顕考に

確認できたため、調査面積を拡大して実施したもので

ある。いずれも現場調査費用は、原因者に負担頂いた。

(件数)

助松遺跡

森遺跡

穴田遺跡

穴師小学校校庭遺跡

穴師遺跡

池浦遺跡

豊中遺跡

七ノ坪遺跡

池上曽根遺跡

虫取遺跡

板原遺跡

大園遺跡

東雲遺跡

苅田城跡

第3図 遺跡別工事件数内訳
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第 2章 発掘調査結果

1.豊中遺跡

豊中遺跡は、本市東部に位置し、東西0 6km、 南北1.2

kmの 広が りを持つ。遺跡中心を南北に国道26号が走行

し、遺跡の東部から南部は和泉市域に至る。国道26号

周辺からは古墳時代、泉大津中央線周辺からは平安～

中世の集落が確認されている。本年度は、3件 の調査を

実施 したが、若千の遺物の検出にとどまり、遺構の確

認には至らなかった。

2010-01(泉 大滓市豊中町956-5の 一部 平成22年 ¬月

22日調査 調査面積31爾 )

鉄筋コンクリー ト造 2階建て福祉施設建設に先立つ

調査である。当該地は、豊中遺跡の中央北西よりにあ

たる。申請地内の建物部分に幅1.2m、 長さ2.6mの トレ

ンチを設定 し、重機で18mま で掘削 した。中世の耕作

土 と思われる責褐色砂混 じり粘質土から3点の遺物が

出土 した (第 4図 )。 いずれも瓦質の鉢の破片であ

る。遺構は確認できなった。

2010-01豊 中遺跡

1現耕作土

2中世耕作±25Y5/4黄褐色砂

礫混 じり粘質土 (遺物 3点検出 )

325Y4/3オ リーブ掲色粘土 (地

山か )

425Y5/1黄 灰色粘上に

25Y5/6黄 褐色粘上が混 じる

(鉄分混じる )

525Y5/3黄 褐色粘土 (鉄分、マ

ンガン混 じる )

625Y3/2黒 褐色粘土

725Y3/3暗 オリープ褐色粘土

(粗 砂、礫混 じる)

85Y3/1オ リープ黒色粘土 (砂礫

混じる )

欝 五

第4図 2010-01 トレンチ位置(1/600)・ 柱】犬図(1/20)

2010-12(泉 大津市豊中田]3丁目115番 11、 115番29

平成22年 8月 11日調査 調査面積5爾 )

鉄骨造平屋建て店舗の増築に先立つ調査である。当

該地は、東で国道26号 に接 し、昭和50年代初頭 に埋め

立て られるまで古池 とよばれる溜池の一部で、敷地西

側 に接する道路は、その堤防であったと思われる。申

請建物基礎掘削の0,7mま で重機で掘削 を行 う。すべて

盛上で掘削最深部にアスファル トが敷かれてお り、遺

構・遺物は確認できなかった。

第5図  2010-12ト レンチ位置(1/2,400)

2010-16(泉 大津市東豊中町2丁目972番 4の一部 平成

22年 11月 22日調査 調査面積5.95面 )

鉄骨造 2階建て共同住宅建設に先立つ調査である。

当該地は、豊中遺跡の中央やや東よりにあたる。東に

約06mで」R阪和線に接する。申請地内の建物部分に幅

1.7m、 長さ3.5mの トレンチを設定 し、重機で掘削 し

た。地表面から約0.5mま では、盛土、以下、耕作土、

床土、黄橙微砂、灰責褐色シル トに至る。遺構・遺物

は確認できなった。

＼
＼

]盛土

2耕 作± 10YR4/]褐灰色粘性強シル ト

3 10YR5/2灰 黄掲色粘‖生強シル ト

4 10YR6/3に lSNし 黄ヽ橙色粘微砂

5 10YR6/2に 患ヽい黄掲色微砂

第6図 2010-16ト レンチ位置(1/800)・ 土層断面図(1/80)

2.池上曽根遺跡

池上曽根遺跡は、本市曽根町・森町・千原町と和泉

市池上町に所在する。遺跡面積 は約 105ヘ クタール

で、このうち約11.5ヘ クタールが国指定史跡となり、中

心部の3.5ヘ クタールが第一期整備を経て池上曽根史跡

公園となっている。

本年は6件の報告を行う。2009-15地点は、平成21年

度概報に調査概要を掲載したが、今回は、遺構、遺物

とともに詳細を報告する。 02、 -03地点では遺物が、

2010-17地 点では、遺構と遺物がそれぞれ確認できた。

-04、 -14地 点は個人住宅建設に先立つ調査であった

が、遺構、遺物は確認できなかった。

1

2

3

5

6

7

8

2010-16豊 中遺跡
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2009-15(泉 大滓市曽根町1丁目98-1、 99‐ 1、 100-1、

402-8 平成21年 12月 25日～平成22年 1月 6日 調査 調査

面積19爾 )

史跡池上曽根遺跡の指定地西隣にあたる。店舗建設

に伴う調査で、昨年度の概報に調査箇所、断面図など

を掲載した。今回は、遺構平面図及び出土遺物を掲載

し、その詳細を述べる。府道沿いの看板建設箇所を第

1ト レンチ、建物建設箇所を第2ト レンチとした。

(第 1ト レンチ】調査面積は6.7ポである。土層断面

の観察から、西側へ向かって落ち込む層が見られる。

撹乱で全容は不明であるが、自然地形の落ち込みと思

われる。

【第 2ト レンチ】建物基礎が遺構面を損壊する可能

性のある範囲を、確認調査 トレンチを拡張して調査を実施

した。調査面積は、1区 (幅 1lm× 長さ9.2m)、 2区 (幅

1.lm× 長さ3.2mと 幅12m× 長さ8,7m)、 3区 (幅1.lm× 長

さ3.6m)の合計28.04∬である。

地表下約04mで 中世の遺構面を検出 した。遺構は

溝、ピット、土坑など、断面で確認 したものも含め、

26基であった。概ねT.P,98～ 94m付近で検出し、 3層

(にぶい褐色粘質土)、 24層 (オ リーブ砂質土)をベ

ースとしている。平面で確認 したピットは21基で、う

ち11基 を半裁 し、実測 した。これらは、規模から大・

中 。小 3種類に分けられる。大は直径が50cmを 超える

もの (遺構番号 2、 9)、 中は直径30cm後半から40cm

後半のもの (遺構番号8、 11、 12、 14、 15-1)、 小は直

径30cm以 下のもの (遺構番号 13、 16、 17)である。平

面形態はいずれも不定形な長楕円を呈する。底に根石

を据えるもの (遺構呑号15-1)も 見られたが、建物の

構成まではわからない。また、工事掘削深度までの調

査であるので、地山は未確認であり、更にこの下層に

遺構面のある可能性 も考えられる。

【第 1ト レンチ出土遺物】 1～ 25(第 8図 、第 9

図)、 である。 1～ 12は 、西側へ向かう落ち込みの内

部から、13～ 18は 、盛土直下の暗褐色粘質土、19、 21

～23は 、落ち込み内の土層か ら、20は 地山直上層、

24、 25は残土からそれぞれ検出した。

1は 、直口壺で、復元口径18cm、 器高32cmを 測

る。 2は、肩部に横方向のハケロが見られる布留形の

甕。 3は、口縁端面がわずかに外反する。8は 、小型の

碗形高郭で、器高6 0cm、 脚底から郭部底までの高さは

20cmを測る。12は小型器台の脚部で 3方向に透かしが

認められる。15は 直口壺で、扁球形の体部を持ち、内

外 ともに粘土紐の継 目が顕著にみられる。20は複合口

縁の壺で口径 13.8cmを測る。22は 、小型器台の回縁部

で、復元口縁は1lcmである。25は 、小型丸底壺体で扁

球形を呈する。表面は剥離が顕著であるが、精緻なつ

くりである。

〔第 2ト レンチ出土遺物】26～62(第 8図、第9図)31

～34は 1区の遺構面精査時に検出した。32は 、 5世紀

後半～ 6世紀の杯蓋、33・ 34は 、土師質の棒状土錘で

ある。36・ 37は遺構 2、 42は遺構 5の埋土、38・ 39は

遺構 9、 40・ 43～46は遺構 10、 41は遺構23、 47～52は

遺構19か らそれぞれ検出した。36、 38～40は土師器小

皿で、36、 38、 39は 復元回径が 8～ 10cm、 40はやや小

さく7.2cmを 測る。器高はいずれも1～ 2 cmである。41

は土師器郭で、復元口径1lcm、 器高2.3cmを 測 り、口縁

内外面はヨコナデ、内面底部に指おさえが認められ

る。42は郭蓋で 5世紀中頃。37、 43、 49は瓦器椀であ

る。37は復元口径 16.8cmを 測る。43は復元口径15cm、

49は復元口径 14.5cm、 いずれも内面に暗文、外面に指

おさえが認められる。44は砥石で、色調は内外面とも

に灰白色。37は 、52は 、甑の底部で孔が部分的に残

る。また、火を受けた痕跡 も認められる。55～61は機

械掘削時、62は 表採からの検出である。55は土師器碗

の高台部である。

〔まとめ】第 1ト レンチの落ち込みは、調査面積が

狭いため断定は出来ないが、自然地形の可能性が高

い。出土遺物から3世紀後半と比定する。当該地は、

2010-17地 点と同様に、曾禰神社の北50m付近から北ヘ

伸びる微高地上に位置する。この微高地は、弥生時代

後期～古墳時代初頭期までの槙尾川本流系の水流によ

り形成されたと推定されるが、この時期のものと考え

られる。

第 2ト レンチの建物構成は不明であるが、2009-06地

点の都市計画道路南海中央線建設に伴う調査で確認さ

れた中世の耕作溝、あるいは、曽根城跡に関連する遺

構の可能性があると推測する。

-4-



第 1ト レンチ

輛亀姥畳暑§籍ξむ筐星
婚°_:騒ケ縫言サ§:色■

4 包含層iOYn5ノ 9イ こぷい責掲色粘質土 (や やシル ト)

(やや砂質 土師謡含む)

O iOYR9/2黒掲色粘質土 (炭 主器含む)

iO iOYR5/Эにぶい黄掲色粘質主 (やや砂質 )

(23と 同0で  鞣熱し 上器混じり)

逹
ヘ

第フ図 2009-15

霜里

トレンチ位置(1/800)。遺構平面図(1/80)。 遺構断面図(1/20)

―

節

ξ
♀
卜

呼
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θ   0 034

2009-15 第 1ト レンチ(1～ 25)、第 2ト レンチ(26～ 62)遺物実測図(1/4)
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第9図 2009-15 第 1トレンチ (1～ 25)、第 2ト レンチ(26～ 62)写真
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2010-02(泉大津市森阿2丁目253‐ 1、 254、 255‐ 1、 256‐ 1、

256-3、 2564 平成22年3月 29日調査 調査面積90浦 )

木造 2階建て寄宿舎建設に伴 う調査である。池上曽

根遺跡の北部東端に位置する。敷地の北部に第 1ト レ

ンチ (幅 1.3m、 長さ3.4m)、 南部に第 2ト レンチ (幅

1.4m、 長さ3.3m)を設定 し、現地表面より約50cm掘 削

した。第 1ト レンチの最下層は、灰白色砂礫で須恵器

破片が認められた (第 10図 )。 両 トレンテとも、耕作

土、床土の下層は、砂層、もしくは砂礫層である。氾

濫原的な様相が認められる

2010‐ 02池上曽根遺跡
第1ト レツチ
1耕作±10YR4/1掲 灰色粘質土(シルト質)

2耕作土と床土が混じる10YR6/1

掲灰色砂賢土

3 10YR7/1灰 白色砂礫

(鉄分混じる、須憲器出土)

第2ト レツチ
1第 1ト レツチと同じ
2耕作土と床土が混じる25Y5/3黄掲色粘土

35Y5/P灰 オリーブ色粘土

(上部は灰色がかつた粘土)

45Y6/1灰色細砂(粘質)

第2ト レンチ

第10図  2010‐02 トレンチ位置(1/1,600)、 土層柱状図(1/20)、 遺物写真

2010-03(泉 大津市森町1丁目59番、91番の各一部 平

成22年4月 2フ日調査 調査面積4爾 )

鉄骨造 3階建て有料老人ホーム建設に先立つ調査で

ある。池上曽根遺跡の最北部東縁辺に位置する。敷地

北部に第 1ト レンチ (幅 1.Om、 長さ2.Om)、 第 2ト レ

ンチ (幅 10m、 長さ2.Om)を 設定 し、現地表から1.3m

掘削 した。第 1ト レンチは、現耕作上の下に、中世以

降の包含層が 3層堆積する。にぶい黄褐色粘質土層か

ら青磁片が出土 した。第 2ト レンチは、中世以降の包

含層が 2層堆積する。その下層の土師器を含む層は古

墳時代の包含層 と想定できるが、両 トレンチとも遺構

は確認できなかった。遺物は、布留式上器の回縁部と

青磁碗の口縁部 (第■図)が出土した。

第11図 2010‐03 トレンチ位置(1/1,200)、 土層断面図(1/40)
遺物実測図(1/4)

第1トレンチ 2010-04(泉 大津市曽根田」2丁目189‐ 1、 189‐6 平成

22年 5月 25日調査 調査面積3面)

木造 2階建て個人住宅建設に先立つ調査である。史

跡指定地西端から西へ約90mの地点に位置する。長さ

3m、 幅 lmの トレンチを設定 し、重機にて約 lmま

で掘削を行ったが、この掘削深度内ではすべて盛土、

耕作土であったため、 トレンチの北端を人力で約30cm

掘 り下げた。ここからは、湧水があったため水中ポン

プを利用 した。耕作土は、約10cmで、近年まで耕作 し

ていたと思われる。床土は認められず、その下層は、

暗緑灰色シルト層で遺構、遺物は認められない。

2010‐ 04池上曽根遺跡

1宅地造成時の盛土

2耕作■5G17/1緑黒色■(姻のマルチシート等含む)

3563/1略 緑灰貧シルト(わすんЧこ円操含む)

第 1ト レンデ 第2ト レンチ

‐‐‐ｇ

解

ノ

″

第 1ト レンチ

第 1ト レンチ

第2トレツチ
   整|ドララ了

1

＼

口
b
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第12図 2010‐ 04ト レンチ位置(1/800)、土層断面図(1/80)



2010-14(泉大津市東助松田」2丁目359‐8 平成22年9月

13日調査 調査面積2市 )

木造 3階建て個人住宅建設に先立つ調査である。池

上曽根遺跡最北部の西縁辺に位置する。長さ2m、 幅

lmの トレンチを設定 し、重機にて約1lm掘削を行っ

た。 トレンチ内の堆積は、現地表土の盛土、旧耕作土

2層、にぶい責褐色粘性の強い微砂、最下層は砂礫で

あった。ここからは、激 しい湧水があったため水中ポ

ンプを利用 した。遺構・遺物は認められない。

2010-14池上 曽根遺跡

1盛土

2耕 作±6Y3/1オ リーブ黒色粘性強シル ト

35Y5/2灰 オリーブ色粘性強ンル ト

425Y5/4黄 褐色粘性強シル ト

5 10YR5/4に ぶい黄掲色粘性強微砂

6 10YR5/1灰 色砂礫 (直径2cn)

2010-17(泉 大津市森町1丁目55番2 平成22年 11月

29日調査 調査面積4,4爾 )

鉄骨 3階建て共同住宅建設に先立つ調査である。池

上曽根遺跡最北部に位置する。敷地東側に長さ4.4m、

幅 lmの トレンチを重機にて掘削する①層位は、盛土
～床土、責橙微砂、責褐色シル ト、黄橙微砂に至る。

下層の責橙微砂で、東西08m、 南北0.6mの上坑を確認

したため西に拡張するが、撹乱で全容確認はできなか

った。土坑の平面規模は、東西08m、 南北0.6m、 深さ

西側09m、 東側032mで、東側に深い。上坑埋土の上

部に土師器片 を含む。 このうち 3点 を図示する。 1

は、高杯脚部で復元底径は15cm。 2は 高杯杯部で復元

口径は20cm。 口縁端部に若干折 り返しが認められる。

3は 複合口縁壼の回縁部で復元口径は19 4cm。 3点 と

も磨滅が激 しい。弥生時代後期後半と比定される。

当該地は、延喜式内社曾禰神社の北50m付近から北
へ伸びる微高地上に位置する。この微高地は、弥生時

代後期～古墳時代初頭期までの槙尾川本流系の水流に

より形成されたと推定されるが、検出した遺構 。遺物

は、この時期のものと考えられる。

第13図 2010-14 トレンチ位置(1/400)、 土層柱状図(1/80)

第 14図 2010‐ 1フ  トレンチ位置 (1/400)、 平面図、土層断面図(1/40)、 遺物実測図(1/4)
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3.虫取遺跡

虫取遺跡は池上曽根遺跡に次ぐ面積を有し、耕作地

が比較的多く残るが、近年は開発が進む。本年度は4

件の調査を実施し、うち2件で遺構・遺物を確認した。

2010‐ 06(泉大津市我孫子2丁目211番9 平成22年 6月

17日調査 調査面積1.4爾 )

木造 2階建て個人住宅建設に伴い、柱状杭による地

盤改良が実施されるため調査を行った。虫取遺跡の中

心からやや東に位置する。幅08m、 長さ18mの トレン

チを設定 し、約lm掘削を行った。現地表面より0.6mは

盛土、ほぼ水平の堆積で0,08mの 旧耕土、014mの 暗オ

リーブ灰色上、0.2m以上の灰オリーブ色土に至る。暗オ

リーブ灰色土は、極小の瓦器片を含むが、これ以外に遺

構・遺物は、確認できなかった。

_ノ al 
上下

2010‐06虫取遺跡

]宅地造成時盛土
2耕作±562/]緑黒色土

3耕作±5B64/1暗青灰色土
4563/1暗オリーブ灰色土

(極小の瓦器片)

575Y4/2灰 オリーブ色土

第15図 2010-06 トレンチ位置(1/800)、土層断面図(1/80)

①2010-07(泉 大津市我孫子耳丁目421、 422-1 平成22

年6月 21日調査 調査面積205面 )

②2010-13(泉大津市我孫子1丁目42刊 、422‐ 1 平成22

年8月 30日調査 調査面積17爾 )

虫取遺跡の中心部からやや東に位置する。鉄骨造 1

階建店舗建設に伴う調査である。①建物建設箇所、②

看板設置箇所とし、以下に報告する。

①南から順に1～ 3の トレンチを設定 し、調査を行っ

た。いずれのトレンチも、現地表面から07～0.8mは 宅

地造成時盛土、以下、旧耕土が2層みられる。土層断面

でも、現地表面から約 lmで弥生時代の包含層及び遺

構面に達することを確認した。

(第 1ト レンチ】旧耕土下層に08～012mの灰色系

粘土、その下層にO.1～014mの包含層、さらに遺構検

出面に至る。遺構は、幅07m以上深さ0.3m以上の溝状

遺構である。南北方向に延びると想定できるが全容は

不明。包含層及び遺構に含まれる土器は弥生土器が多

くみられる。遺物は、灰色粘土層からの出土である。

1、 2、 4は 奏、3は小型の鉢、5壷底部、6は器台脚部と

思われる (第 16図 )。

【第2ト レンチ】旧耕土下層にシルト層があり、そ

の下層が遺構検出面である。遺構はピット状で複数の切

りあいが見られる。単独の遺構は最大幅04m、 深さ0.6m

以上。遺構内で弥生土器1点を検出した。

(第 3ト レンチ】旧耕土の下層が遺構検出面で、幅

0.65m、 深さ0.28mの ピット状遺構を確認した。遺物は

確認できなかった。

現状の工事内容では、遺構面を損壊するため、発掘

調査の実施か設計変更かの協議を行った。協議後、申

請者が設計変更を申し出たため、基礎掘削は現地表面

からlmを厳守する事、工事着工時には職員が立ち会

い、これを確認する事を条件とした。平成22年 7月 21日

に上記内容での工事着手を確認した。

②敦地南隅に、高さ10m、 基礎平面32× 22m、 掘削深

度 lmで予定され、この部分を調査した。上部から07

mは盛土、その下層に02mの耕作土。その下層は、灰

色粘土でマンガン斑を多く含むが、これも耕作上の可

能性がある。瓦器小破片2点確認できた。基礎はこれ

以上掘削しないことを確認して終了した。

2010-09(泉大津市虫取阿1丁ロフフ番1 平成22年フ月15日、

フ月20日～フ月26日調査 調査面積388� )

鉄骨造 2階建店舗建設に伴う調査である。敷地北隅

に重機で、幅2m、 長さ96mの トレンチを設定 した。西

端で約1.5mの 深さまで掘削 したところ、土師器等の破

片を検出した。その後、さらに東へ掘削を進めたとこ

ろ現地表面から深さ約12mで、須恵器を検出した (第

17図 、 5)。 脚部が上、郭部が下を向いた状態であっ

た。この層を精査 し、南側に土層観察用の トレンチを

人力にて掘削する。この須恵器検出層を含め 4面の遺

構面を確認 し、遺物100点 以上を検出した。改めて報

告を行うものである。

遺物 4点 は須恵器で、 1～ 3は 5と 同 じ層か ら検

出。 1は杯身で復元口径 13.8cm、 器高5,Ocm。 5は長脚

に2段透かしが 3方向にある高郭で、回径15.3cm、 底径

14 9cm、 高さ21 8cm。 須恵器はいずれも6世紀の所産で

ある。 4は、土層観察用の トレンチから検出した布留

式の壺で、段を有する顕部から直立気味に立ち上がる

口縁部をもつ。復元口径は18 0cm。
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a  第 1ト レンチ

2耕作±25Y3/1黒 褐色粘質土
3耕作± 10Y5/P灰 黄褐色粘性強シル ト
410Y4/1灰 色粘質土
575Y4/1灰色粘質土(土師器検出)

6256Y4/]晴 オリーブ灰色粘質土
7 10YR3/2黒 掲色粘質土
85Y4/]灰 色粘質土(砂混じり)

9 5Y5/2灰 オリーブ色粘質土
1010Y5/2オ リーブ灰色粘土
11 5GY5/1オ リーブ灰色粘土
12 25GY5/]オ リーブ灰色粘質土(土 師器片を含む)

1375Y4/]灰 色粘質土(土器含む)

1410Y5/1灰色粘土(土器含む)

15フ 5Y4/,灰 色シルト

475Y4/2灰 オリーブ色粘′性強シ,レ ト
55Y3/2オ リープ黒色粘質土 (土師器検出)

625Y3/2黒 掲色*占質土
フ ]OY5/2オ リージ灰色粘質土
8]OY4/]灰 色粘‖

=強
シ,レ ト

9 75Y3/2オ リーーブ黒色粘質土
10 SY4/]反 色 粘 質 土

11 25Y5/4黄 褐色■ と⊇5Y4/1黄 灰色粘土が混 じる

1225Y4/2明 黄 灰 0粘質 土

IЭ  iOYR4/,褐 灰 色 粘 質 土

1425Y4/2暗 灰 黄 色 粘 寅 土

15 5Y4/2灰 オ リーブ色粘質土
16 5Ve/2オ リーブ黒色粘質土
1フ 256Y5/1オ リーブ灰色粘土
18256Y3/]β 音オ リーージ灰色粘土にフ層わ`】記じる

第3ト レンテ  ¨

1～3よ 第1ト レンチと同じ
45Y5/2灰オリーブ色粘土
55Y5/1灰色粘性弱微砂
610Y5/1灰色粘土
フ75Y5/2灰オリーブ色粘土

85Y5/〕 灰オリーブ色粘性強シルト
95Y4/1灰 色粘土
1075Y5/1灰色粘性強シルト
11フ 5Y3/1オ リーブ黒色粘i
12フ 5Y4/2灰オリーブ色粘土

＼
旦 =必有
＼
ヒ望影を

ヒ==胆 ≦」 3

＼邑 //μ
一
　

・
　

一

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

ノウ|ぇ,モ !
2010-Oフ

‐■です,1,  = ―

第 2ト レ ン チ

201013虫 取遺跡

1 盛土

⊇ 25Y6/1黄 灰色粘性強シル ト

325Y5/1灰 色粘土 (マンガン斑を多く含む )

|    
―

＼

遺物出土状況 (1/10)

2010-13
第 16図  2010-Oフ ,2010-13 トレ ン チ位 置 (¬ /1,200)、 土 層 断 面 図 (1/80),遺物 実 測 図 (1/4)
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4.七ノ坪遺跡

七ノ坪遺跡は、市中央部からやや東に位置する。半

径約01mの 範囲を有する。東で豊中遺跡に、北で池上

曽根遺跡に隣接する。本年度は、個人住宅 1件の調査

を実施 した。

2010‐05(泉大津市北豊中田」2丁目46フ番 1、 467番 3、

4フ0番 1の一部 平成22年6月フ日調査 調査面積2.フ爾)

七ノ坪遺跡の中心からやや南に位置する。木造 2階

建個人住宅に先立つ調査である。敷地内に幅0.9m、 3

mの トレンチを設定 し、重機で掘削 した。現地表土か

ら0.2mは盛上で、その下層に0.lmの 旧耕上があるが床

土は認められない。この下層は粗砂～砂礫層が堆積す

る。最下層から湧水があった。遺構・遺物は確認でき

なかった。当該地の西側で接する道路の水道管埋設時

の調査で河川が認められてお り、これに関連する堆積

と思われる。

時期は不明である。遺構は確認できなかった。

2010‐08東雲遺跡

]盛土

2耕作±10YR4/1掲 灰色粘質土

3床± 10YR5/6黄 掲色粘質土

4 10YR6/3に liし 黄ヽ橙色粘性

シルト(マンガン斑多数)

5]OYR4/2灰 黄褐色粘性強細砂

625Y4/2階灰黄色粘性強砂質土

7 10YR5/2灰 黄掲色粘質土

第19図 2010‐08 トレンチ位置(1/1,200)、 土層断面図(1/80)

6.池浦遺跡

池浦雲遺跡は、市のほぼ中央部に位置する。東西

750m、 南北450mの長楕円の範囲を有する。本年度は

5件の調査を実施 した。このうち、市立中学校校舎新

築外 2件の調査で遺物を確認 したが、確認調査にとど

まった。

2010中 10(泉大津市池浦町4丁 目169‐ 1・ 175-1。 176。

1フフ・1フ 8‐ 2・ 1フ 9‐ 2・ 180・ 181・ 182・ 487-2・ 489‐ 3、 我孫

子486‐ 1、 486…2 平成22年7月 26日調査 調査面積25爾 )

中学校敷地内テニスコー トで、校舎新築に先立ち調

査のため、北か ら南へ 3箇所の トレンチを重機で設定

し、調査 を実施 した。

【第1ト レンチ】旧耕土が 3層 あり、その下層に溝

状の堆積が認められる。これは、土師器を含む。約 2

m掘削したところ、壁が倒壊したため埋め戻す。下層

は、植物根が認められる。

〔第2ト レンチ】建物基礎が認められる。テニスコ

ート造成以前のものと思われる。湧水が激しく、 トレ

ンチ全体が撹乱である。図面の作成は行わなかった。

【第3ト レンチ】第 1ト レンチとほぼ同様のレベル

出土層断面にピット状の遺構が確認できるが、遺物は

全く検出できなかった。

2010‐05七ノ坪遺跡

]盛土

2耕作± 10YR6/2灰 黄褐色シルト

3 75YR4/4褐色粗砂

(直径3cmの礫含む、マンガン沈着)

4 75YR5/3にぶい褐色砂礫

(直径5cm)
525Y5/3黄 褐色砂

625Y5/2暗 灰黄色砂礫

(直径5cm、 湧水あり)

725Y5/3黄褐色礫 (直径2cm)
3 10YR6/2灰 黄褐色粗砂

9 10YR4/]掲 灰色粗砂

a

第18図 2010‐05 トレンチ位置(1/600)、 土層断面図(1/80)

5.東雲遺跡

東雲遣跡は、市域で最 も西に位置する。半径150m

の範囲を有 し、東で池浦遺跡に接する。個人住宅 1件

の調査を実施 した。

2010‐08(泉大津市下条町252‐ 1番地の一部 平成22年 6

月28日調査 調査面積12.8爾 )

東雲遺跡の東端に位置する。鉄骨造 2階建個人住宅

建設に先立つ調査である。敷地内に幅lm、 6mの トレ

ンチを設定 し、深さ約 lmま で重機で掘削 した。現地

表面から0.5mは盛土で、その下層に0.2mの 旧耕上があ

る。その下層に0。lmの床上、さらにマンガン斑を多数

含むシル ト層、細砂に至る。この 2層 とも耕上の可能

性が高いと思われるが、土器が確認できなかったため

＼
:I

＼  √乳
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2010‐ 10池浦遺跡
第 ]トレンチ

|     き姦姦至耳院 圭 色粘土まで、第 1ト レンチと同じ堆積である。以下、粗

砂、微砂等砂層の堆積が見られる。また、湧水 もある。

いずれの トレンチも遺構、遺物は認められない。現

況地表面から約1.5mま では、耕作土を除き、人為的な

土地の利用は確認できない。
i2,OYn4/4褐 色砂 (■ 師器片を言む)

嘉 苫)99写
黒掲色粘土硝 佐強い

フ 床■2 5Yn4/4オ リーフ掲色上
(■ 師器片をわすかに言む)

925Y4/2晴灰黄II■ (炭混じる)

201011池 浦遺跡
]造成時盛土

2耕作±25G2/1黒色土

3耕作±56Y2/1オリーブ黒色土

4床 ±25Y4/6オ リーブ褐色土

556Y2/]緑 黒色土

625Y5/4黄 掲色土 (マンガン含む、

須恵器、土師器が生著Ыこ含まれる)

フ 25Y4/2皓 灰黄色土

825Y4/6オ リーブ褐色土

925Y6/8明貢褐色土(よくしまっている)

]025Y4/4オ リーブ褐色砂

(下部は同色の粘質土 )

]]25Y4/2階 灰黄色シルト

]225Y5/2皓灰黄色土(やや微砂混じり)

]325Y4/2階 灰黄色シルト

]45Y3/2オ リーブ黒色砂

]525Y5/2陪 灰黄色シルト

第 1ト レンチ

第 3ト レ ン チ

トレンチ位置(1/2,400)、 土層断面図(1/80)第20図  2010‐ 10

2010… 11(泉大津市池浦町4丁目134番 4、 319番4 平成

22年 8月 2日調査 調査面積12.5面 )

寄宿舎建設に先立つ調査。エレベーター部分の掘削

にあわせこの部分に トレンチを設定する。現地表面か

ら08mは、すべて盛土であったため、その下層を確認

する。旧耕作土、旧床上、その下層に黄褐色土があ

り、この上部には、須恵器、土師器がわずかに含まれ

る。以下、部分的に砂層が混 じり、検出の最下層 も砂

層である。遺構は認められない。

2010‐ 15(泉大滓市寿町39番4 平成22年 9月 2フ日調査

調査面積8面 )

分譲住宅の宅地造成に先立つ調査で、道路建設部分に

北から第 1ト レンチ、第 2ト レンチを重機で設定する。両

トレンチとも2m四方で、1.5mま で掘削を行う。

【第1ト レンチ】約50cmの盛上、旧耕作土が2層、床

土、黄褐色粘土、灰オリーブ粘性シルト、灰オリーブ微

砂、黄褐色粘土、最下層の灰色シルトに至る。この層

は、黄色の斑文が点在し、植物根と思われる。

〔第2ト レンチ】盛土以下、旧耕作上が2層、暗灰黄

第21図 2010-11 トレンチ位置(1/1,000)、 土層断面図(1/80)

第1ト レンチ   第2トレンチ

10
201015池 浦遺跡
第 1トレンチ
]盛土
2旧耕土
3旧耕作±5Y5/]灰 色シルト
4床 ± 5Y5/2灰オリーブ色粘土
525Y5/2皓 灰黄色粘土
625Y5/3黄 褐色粘土
775Y5/2灰 オリーブ色粘性強シルト
85Y5/2灰 オリーブ色微砂
9 10YR5/6黄 掲色粘土
1075Y5/]灰 色シルトの中に黄色シルト点在

第2トレンチ
]～ 3、 は第 1ト レンチと同じ
4は トレンチ1の 5と同じ
55Y5/3灰 オリーブ色粘土
625Y6/6明 黄褐色粘土微砂混じり
725Y6/4に ぶしヽ黄色粘土わすんЧこ粗砂含む
8]OYR5/2灰 黄褐色粗砂
925Y5/3黄 褐色微砂
]025Y5/1黄 灰色砂

第2ト レンチ

第22図  2010‐ 15 トレンチ位置(1/800)、 土層柱状図、断面図(1/80)
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第 1ト レンチ

第3ト レンチ

第 1ト レンチ



2010引 8(泉大滓市寿町39番 1 平成22年 12月 1日調査

調査面積12.8爾 )

鉄骨2階建て有料老人ホーム建設に先立つ調査で、南

側で2010‐ 15地 点 と接する。 2箇所の トレンチを設定

し、建物の基礎予定1.2mの深さまで重機で掘削を行う。

上層は0.6～ 0.7mは、盛土、以下の黒色土、灰色オリ

ーブ土はいずれも耕作上、その下層は暗オリーブ粘土

に至るまで、遺物は確認できない。2010-15地 点の堆積

様相とほぼ同様である。

2010-18池浦遺跡

]盛上

2耕作±5Y3/]オ リーブ黒色土

35Y5/2灰 オリーブ色粘土

(やや砂質 )

43Y4/2灰 オリーブ色土

55Y73暗 オリーブ色粘質土

65Y4/4暗 オリーブ色粘質土

第23図  2010‐ 18 トレンチ位置(1/800)、 土層断面図(1/80)

2010‐ 19(泉大津市寿町71‐ 1、 ‐4,405‐ 1、 ‐3の各一部

406‐3 平成22年 12月 6日調査 調査面積フ.2面)

鉄骨3階建て共同住宅建設に先立つ調査である。南

北に 1箇所ずつ トレンチを設定し、重機で掘削を行つ

た。盛上、耕作土、灰色シルト、灰オリーブ色粘上、

オリーブ粘土に至る。灰オリーブ色粘土から須恵器、

土師器が出上したが、いずれも非常に摩滅が激しい。

この層は砂を含むため、水の流れとともに入り込んだ

土器と思われる。遺構は認められなかつた。本年度調

査した2010-15地 点、2010-18地 点の近隣とほぼ同様な堆

積で、現況地表面から約 lmは、人為的な利用が極め

て乏しいと思われる。

2010-19池浦遺跡

]盛土
2耕作±5G2/]緑黒色土

375Y5/1灰 色ンルト

475Y5/3灰 オリープ色粘質土

55Y5/2灰オリーブ色粘質土

65Y5/4オ リーブ色粘土

第2ト レンチ

第24図  2010‐ 19 トレンチ位置(1/800)、 土層断面図(1/80)
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遺 物 観 察 表

番号 調査地点 出土地点 器種 種類 時  代
醒

ｔｅｍ，
離
ｔｃｍ＞

縞
ｔｃｍ，

調 整 色 調
胎土 焼成 備   考外   画 内   面 外 面 内   面

] !00915第 |トレツチ (掲色土 人力掘削 土師器 一璽 j墳 ]80 ヨコナデ 八ケ ナデ 指オサエ 登色 登色 良好 氏告Ыこ黒斑
2 茶掲色土 人力掘削 土師器 1墳 ヨコナデ 八ケ ヨヨナデ ケズリ 登色 豊色 露 良好 スス付着
3 茶褐色土 入力掘削 土師器 甕 1墳 ヨコナデ ナテ B貢褐色 月黄褐色 雪 良好
4 (褐色土 入力掘肖J 土師器 甕 1墳 ヨコナデ 阪状ナブ こぶい黄橙色 章色 雪 ミ好

5 (掲色土 入力掘肖J 上帥器 雷 i墳 ヨコナデ 指オサエ 〔色、オリーブ黒色 月黄掲色 pゃモやや不良
6 (掲色土 入力掘削 土師器 甕 耳墳 ナデ ナデ 喜色、オリーブ黒色 :ぶ tヽ糧色、灰貰掲色 諄や堆やや不良 朴面火を受けている
7 (褐色土 人力掘削 土師器 士堕 j墳 ヘラミガキ ナデ 月黄掲色 喝黄掲色 �や堰やや不良

(褐色土 人力掘削 土師器 高郭 雪墳 差 デ ナデ 命黄橙色 莞黄橙色 罠好

(褐色土 人力掘削 主帥器 司1/N7 雪墳 ヘラミガキ ナデ 策橙色 竜橙色 瑶 貫好

(掲色土 入力掘削 土師器 甕 占墳 タタキ ナデ こSヽい黄橙色 炎黄色 B 受好
]1 ミ褐色土 人力掘肖J 土師器 甕 古墳 ダタキ ナア 重色 尭貢橙色 ミ好

茶褐色土 人力掘肖」 土師器 器台? j墳 ナデ ナデ 童色 登色 ∃ 罠げ

茶褐色土 土師器 司郭 雪墳 ヘラミガキ? 不明 こぶい黄橙色 こlSい黄橙色 ] ミ好
14 茶掲色土 土師器 苛t4N 雪墳 不明 不明 重色 登色 ご う

'不

良
茶褐色土 土師器 〓里 占墳 ケデ ナデ 尭黄橙色 こAヽ′ヽ舌清御 ] 更好

茶掲色土 土師器 雷 雪墳 ヨコナデ 八ケ ナデ 指オサエ 登色 魯色 ] 更好
17 茶掲色土 土師器 艶 百煩 ナデ ケズリ ナデ 登色 登色 うや不長

茶掲色土 土師器 士堕 雪墳 不明 不明 髯橙色 莞黄橙色 受好

周色土 土師器 言邦 j墳
不明 不明 豊色 登色 うや不辰

最下層 上帥器 ゴ墳 138 ヨコナデ ∃]ナデ 指オサエ 登色 こ′いしヽ黄橙色 ミ好

土層41 土師器 百墳 ヘラミガキ 指オサエ ナデ 自色 疋色 懇 ミ好 壺部に黒斑
土層5 土師器 器台 j墳 |10 ヨコナデ ヨヨナデ 琵貢構色 莞受橙色 a 更好

土層6 土師器 j墳 ヨコナデ ナデ 登色 重色 )や不長

虎土 土師器 司14N 雪墳 ヘラミガキ ヨコナデ ヘラミガキ 豊色 重色 召 うや不長 即内部にスス付着

虎土 土師器 j煩 ヨコナデ ナデ 貢橙色 黄橙色 召 ミ好
ЮO田 5弁氾トレンテこ物トレンデ 土師器 小生～古墳 夕タキ ナデ こЬヽい黄橙色 天色 更好 壺音Ыこスス付着

皇物 トノンチ 瓦器 Я

“

世 ヨヨナデ ナデ ヘラミガキ 疋色 窯色 更懸

≧物トレンチ 瓦 器 兒 ,世 ∃ヨナデ ナブ 指オサエ ヘラミガキ 疋色 天色 髭好

≧物トレンチ 須恵器 芸
取 雪墳 128 回転ナデ 回転ナデ 疋色 天色 霊好

こ物トレンチ 土師器 小生～古墳 ヨヨナ升 ナア ナデ 登色 豊色 更好

皇物トレンチ 土師器 小明 ヨヨナデ 不明 完黄橙色 登色 q好

皇物トレンチ 須恵器 百墳 回転ナデ 回転ナデ 疋色 天色 更好

信査1区 土師器 土錘 不明 ナデ 不明 豊色 自色 更好
34 馬査 ]EXI 土師器 土錘 不明 不明 不明 責橙色 弩橙色 亀好

情査2,3区 上帥器 本明 ∃]ナデ 指オサI ナデ ハケ ナブ 登色 豊色 受好

遺構番号2 土師器 皿

^明

ナデ ヨヨナデ 莞貢橙色 B灰色 』 良好

蜃構番号β 瓦 器 椀 ■世 ミガキ ナデ 疋黄色 疋黄色 雪

置構番号9 土師器 皿 不明 ナデ 指オサエ ナデ 自色 雪色 やや不艮

遺構番号9 土師器 皿

^甥
∃ヨナデ ナ弄 ヘラミガキ 具色 月黄褐色 やや不艮

40 直構番号 10 土師器 lll

^明

不明 ヨヨナデ 竜橙色 甍橙色 Ⅲや不良
41 畳構番号23 土師器 郭 奈良 ヨヨナデ ナデ 指オサエ 豊色 彗色 受好

遺構番号5の埋土 疫思器 必蓋 与墳 回転ナア 回転ナデ 疋色 疋色 曼げ

遺構番号10 瓦 器 列 和世 ∃]ナデ ナデ 指オサエ ヘラミガキ 疋色 疋色 更好
44 貴構番号 0 砥石 下明 不明 不明 て白色 疋臼色
45 員構番号 10 須恵器 器台 雪墳 回転ナデ 回転ナデ 疋色 疋色 皇好

遺構番号10 不明 甕

^明

ヨコナデ ナデ ヨコナデ ナデ 三Ьヽい黄橙色 爬黄褐色 更好
47 遺構番号15‐ 1 須恵器 不身 ヨ墳 回転ナデ 回転ナア 天色 疋色 更好
48 遺橋番号 須恵器 郭身 雪墳 回転ナデ 回転ナデ 天色 疋色 ミ好
49 重橋番号 19 瓦 器 宛 1世 ヨヨナ升 指オサエ ヘラミガキ 兎色 疋色 蜜 ミ好

遺構番号19 土帥器 ∃t4N写 ヨ墳 ナデ ナデ 月黄掲色 自色 Pや北 うや不良
遺構番号19 不明 〓コ 明ヽ ナデ 不明 弩橙色 萱橙色 う0不良
遺構番号 19 土師器 鋭 下明 144 ナデ ケズリ ナデ 月黄褐色 完黄橙色 密 更好 本面火を受けている
3区北壁 土師器 高14N々 明ヽ 115 ヨコナデ ヨヨナデ 莞黄橙色 完黄橙色 □ うや不長

遺構番号2の東 包含層 須恵器 14N蓋 ξ墳 回転ナデ 回転ナデ 疋白色 疋色 貫好 厄釉が剥離
3区機械掘肖J 土師器 椀 卜朔 ヨコナデ 不明 登色 二dい黄橙色 良好
3区機朝掘削 土師器 皿 下明 回転ナデ 回転ナデ 目灰色 こぶい橙色 良好 ]縁部にスス付着
S送機械掘肖J 土師器 皿 下明 ヨコナデ ナデ 自色 豊色 艮好

≧物トレツチ 機械掘削 瓦器 初 和担 ヨコナデ 指オサエ ∃]ナデ ヘラミガキ 言灰色 天白色 良好
3区機械掘削 土師器 甕 卜明 ヨコナデ ナデ 豊色 豊色 良好

3区機械掘肖」 土師器 奢 下明 ヨコナデ ヨコナデ 自色 疋黄褐色 良好 コ縁音Ыこスス付着
3EXI機械掘肖」 須恵器 高郭 j墳 回転ナデ 回転ナデ 疋色 戻白色 雪 良好 疱不口

長採 弥生土器 一璽 小生～苗墳 ヨヨナデ 芽デ こだヽい黄橙色 こgヽい黄橙色 �や推やや不良
1 2010,03 君]トレンチ 土師器 難

蜀 」墳 不明 不明 月黄掲色 甍黄色 雪 良好 筆減激しい
2 再2ト レンデ 青磁 椀 中世 施和 施釉 オリーブ灰色 オリーブ灰色 雪 曼好

1 β010‐ 17 上坑内 土師器 高郭 体生～古墳 不明 不明 喪黄橙色 竜橙色 つや不良 黒斑あり 摩減激 ししヽ

上坑内 土師器 弓郭 小生～百墳 ヨコナア 不明 天自色 疋白色 Ⅲや粗 Ⅲや不良 肇所虚抒Vt,し ヽ

3 土坑内 土師器 士
堕 爪生～古嬉 174 不明 不明 色 ヨ色 ミ好 筆腕 ししヽ

1 2010‐ 07 男]トレツチ包含層 灰色粘土層 土師器 甕 な生～古墳 テデ 不明 天白色 疋白色 召 曼好

トレツチa割冒 灰色粘土層 ±8Rl器 甕 な生～古墳 70 ナテ ナデ 炎橙色 炎橙色 召 ミ好

トレツチ包含層 灰色粘土層 土師器 琳? 小生～首墳 不明 不明 童色 豊色 ミ好 撃減激しい
4 再1トレツチ包含層 灰色粘土層 土師器 甕 脈生～古嬉 ‖ 4 八ケ ナデ 安黄色 莞赤橙色 うや不辰 黒斑あり

再1トレツチt●L含層 灰色粘土層 土師器 〓
翌 小生～古墳 51 ナ デ ナデ 兎白色 疋白色 うや不辰

トレツチ鈴 層 灰色粘土層 土師器 裾台 小生～古墳 171 ヘラミガキ ヨコナデ 不明 完黄橙色 疋白色 うや不辰
] 2010-09 則溝入力掘肖! 古墳時代包含層 須恵器 不身 雪墳 回転ナデ 回転ヘラケズリ 回転ナデ 疋白色 戻自色 塗 ユ好堅撤
2 削浦入力掘肖J 古墳時代包含層 須恵器 必身 j墳

不明 不明 疋白色 叉自色 ] 事減激しい
3 判漏入力掘拘J 古墳時代包含層 痕恵器 罰郭 j墳 回転ナデ 回転ヘラケズリ 回転ナテ 疋赤缶 天色 i好 勁 勺面自然釉が剥離

則溝 上帥器 ヨ墳 ヨコナデ 不明 月黄掲色 炎黄色 更好 ¬而歴減沖t丈 ′ヽ
5 貴構面直上 須恵器 言邦 ヨ墳 回転ナデ 回転ヘラケズリ 回転ナデ 疋白色 疋色 2好 堅縁
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ふりがな

所収遺跡
ふりがな

所在地
コ ー ド 】ヒ漁単 東経 調査期間 調査対象面積

rド Ⅲ
調査原因

市 lH「 亦寸 活 跡 巻 ■

とよなかいせ き

豊 中 遺 跡

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

豊中町956-5の一部
調査番号2010-01

272060

度

分

秒

４

９

１

つ
０

つ
と

刀
生

135度

25う}
27オ少

20100122 357.64

鉄筋コンクリート造 2階建
社会福祉施設建設に伴う事
前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
とよなかちょう

豊中町3丁 目115-11、 -29

調査香号2010-12

272060

34憑垂
29ケ)
30秒

度

分

秒

５

５

０

つ
υ

・つ
る
　
つ
々

20100811 2,876.38

鉄骨平屋建店舗建設に伴う
事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
とよなかちょう

豊中町2丁 目972-4の一部
調査番号2010-16

272060

34度
29分
39ん少

度

分

秒

５

５

９

つ
０
　
つ
な
　
つ
々

20101122 12582 鉄骨 2階建共同住宅建設に

伴う事前調査

いけがみそねいせき

池上曽根遺跡

おおさかぶいずみゃおつし
大阪府泉大津市
そねちょう
曽根町1丁 目98番 1、

99呑 1、 100番 1、 402番 8

調査呑号2009-15

272060
34度
30分
15秒

135[丑

25う計
42秒

20091225
20100107

1,228
鉄骨平屋建店舗建設に伴う

事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
もりちょう

森町2可
~日

253-1、 254、

255-1、  256-1、  -3、 -4

ヲ司型I君争髪許2010-02

272060
度
分
秒

４

０

１

度
分
秒

５

５

６

20100329 2.514.27
木造 2階建寄宿舎建設に伴

う事前調査

おおさかぶいずみおおつし

大阪府泉大津市
もりちよう

森町1丁 目59呑、91番の

各一部
調査番号2010-03

272060
度

分

秒

４

０

１

つ
０

つ
０

刀
仕

度
分
秒

５

ら

汚

ｒ

０
０
　
つ
る
　
０
じ

20100427 1,278.46
鉄骨造 3階建有料老人ホー

ム建設に伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
そねちょう

曽根町2丁 目189-1、 189-6

調査番号2010-04

272060

度

分

秒

力
仕
一
（
υ

つ
々

つ
０

つ
０

１
■

度
分
秒

５

民

汚

ｒ

つ
０
　
つ
る
　
つ
々

20090525 20246 木造2階建個人住宅建設に
伴う事前調査

おおさかネいずみおおつし

大阪府泉大津市
ひがしすけまつちょう

東助松町2丁 目359-8

調査番号2010-14

272060

度

分

秒

４

０

１

３

３

４

135度
25分
32秒

20100913 68.28
木造3階建個人住宅建設に
伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

森町1丁 目55番 2
調査呑号2010-17

272060

34度
30う}
41秒

135度
25す)
35ん少

20101129 474.15
鉄骨造3階建共同住宅建設
に伴う事前調査

む しと りいせ き

虫 取 遺 跡

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

我孫子2丁 目211呑 9

調査番号2010-06

272060

度

分

秒

４

９

０

つ
０

つ
と

つ
０

135】圭
24,)
46オ少

20100617 134.56
木造2階建個人住宅建設に

伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

我孫子1丁 目421、 422-1

調査番号2010-07

272060

34度
29サ)
40カ少

135た垂
24す)
451少

20100621 2,703.63
鉄骨平屋建店舗建設に伴う
事前調査
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ふりがな

所収遺跡
ふりがな

所在地
コ ー ド 】ヒ糸革 東経 調査期間 調査対象面積

rポ 、
調査原因

市町村 遺跡香号

む しと りいせ き

虫 取 遺 跡

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

虫取町1丁 目77-1

調査呑号2010-09

272060

度

分

秒

４

９

６

つ
０

つ
々

加
■

135握認
24す)
37ん少

20100720
20100726

1,990,75
鉄骨2階建て店舗建設に伴
う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
あびこ

我孫子 r「 日421、 422-1

調査番号2010-13

272060

度
分
秒

３４

２９

４０

135度
24ケ〉
44カ少

20100830 1,145
鉄骨造看板建設に伴う事前
調査

ひちのつはいせき

七 ノ坪 遺 跡

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
きたとまなかちょう

北豊中町2丁 目467呑 1、

467呑 3、 470呑 1の一部
調査番号2010-05

272060
34度
29サ)
51秒

度

分

秒

５

５

５

０
０

つ
々

つ
々

20100607 164.38
木造2階建て個人住宅建設
に伴う事前調査

しののめいせ き

東 雲 遺 跡

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

下条町252-1番地の一部
調査番号2010-08

272060

34】轟
30う}
7秒

度
分
秒

５

Ａ

ら

ｒ

Ｄ
Ｏ

つ
々

刀
仕

20100628 482.58
鉄骨 2階建て個人住宅建設
に伴う事前調査

鶴
跡

い
立退

う
浦

山
池

おおさかふいずみおおつしいけうらちょう

大阪府泉大津市
池浦町4司

~日
169-1、 175-1、

176、 177、 178-2、 179-2、

180、 181、 182、 487-2、 289-3

あびこ

我孫子486-1、 -2

調査番号2010-10

272060 度

分

秒

４

０

１

つ
０

つ
０

135握轟
24う)
52ん少

20100726 14.289
鉄筋コンクリート造 3階建
て校舎建設に伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

池浦町134番 4、 319番 4
調査番号2010-11

272060

帳
扮
妙

135度
25う}
1秒

20100802 96946 木造 2階建寄宿舎建設に伴
う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大 阪 府 泉 大 津 市

ことぶきちょう

寿町39呑 4
調査番号2010-15

272060

度

分

秒

４

０

６

０
０

つ
０

度

分

秒

５

５

６

３

２
20100927 1,011.61

分譲住宅宅地造成に伴う事
前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

８
一

０

う

１

２０

数瞬
需

攀剃
鵬

272060

度
分
秒

４

０

８

135】霊
25う訃
8秒

20101201 1,120.07
分譲住宅宅地造成に伴う事
前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
ことぶきちょう

寿町71■、4、 405-1、 -3の

各一部、406-3

調査番号2010-19

272060
34度
30分
10秒

度

分

秒

５

５

５

，
０

つ
々 20101206 577.51 鉄骨造3階建て共同住宅建

設に伴う事前調査

所 収 潰 跡 名 ん麦号lJ 主 な時代 主 な遺 構 主 な遺物 特 記 票 項

とよなかいせ き

豊 中 遺 跡

2010-01

集落跡

縄文
弥生
古墳
奈良
平安
由 lB‐

な し 瓦質鉢

2010-12 な し な し

2010-16 な し な し

いけがみそねいせき
池上曽根遺跡

2009-15
2010-02

集落跡

弥生
古墳
奈良
平安
中世

洛 ろ 込 み 、 狂 ク(、 主 現

な し
閉、且三二二 喬 、 こ上 日甲希 、 //Rた指行 、 見 喬

な し

2010-03
2010-04

な し 土師器、青磁
な し な し

2010-14
2010-17

な し な し
一汁一十 土師器

む しと りいせ き

虫 取 遺 跡

ZUlU―U6
2010-07

集落跡
弥生
古墳

な し な し

な し 弥生土器、土師器
2010-09
2010-13

自然流路 土師器、須恵器
なし一な

叫勘
策
坪

焼
七

2010-05
条 治 労

生産遺跡
その他 の墓

弥生
古墳

な し な し

しののめいせき
東 雲 遺 跡

2010-08 集落跡 古墳
由 IB・

な し な し

いけ う らいせ き

池 浦 遺 跡

2010-10
2010-11

集落跡
生
墳

弥
古

な し 工 即 令

な し な し

2010-151
2010-18

な し な し

な し な し

2010-19 な 洛
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